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キャンパス・コンソーシアム函館 

合同公開講座函館学２０１１ 

 

６月１１日（土）午後２：００～３：３０ 

会場：ホテル法華クラブ函館 

 

「聖ニコライ来函１５０周年」 

― 幕末・箱館にもたらされたもの ― 

 

はじめに 

 

Ⅰ 聖ニコライ来函に至る経緯 

 １ ロシア正教会 

 ２ 箱館開港とロシア領事館開設 

 ３ 初代領事ゴシュケヴィッチ 

 ４ 実行寺の祭祠堂から上大工町の聖堂へ 

 

Ⅱ 聖ニコライ来函 

 １ 来函当時の聖ニコライの立場 

 ２ 聖ニコライの函館時代 

 ３ 日本宣教団の設立 

 ４ 函館から東京へ 

 

Ⅲ 聖ニコライという人 

 １ 『宣教師ニコライの全日記』及びその他の文献より 

 ２ 新約聖書の日本正教会訳 

 ３ ロシア正教会における「聖人」について 

 

Ⅳ 現在の日本ハリストス正教会 

 １ 世界の中の日本ハリストス正教会 

 ２ 日本の中の日本ハリストス正教会 

 ３ 函館ハリストス正教会 

  ～聖堂の歴史と現在の教会の活動～ 

 

おわりに 

 



 

【参考資料１】 世界の正教会 

 

完全独立教会  〔 （  ）内は、教会規則上の管轄地域 〕 

 ◎コンスタンノープル正教会（トルコ及びギリシャの一部） 

 ◎アレクサンドリヤ正教会（北アフリカ、中央アフリカ、南アフリカ） 

 ◎アンテオケヤ正教会（シリヤ、レバノン、イラク、クェート） 

 ◎イエルサリム正教会（イスラエル、ヨルダン、パレスチナ、シナイ） 

 ◎ロシア正教会（ロシア連邦共和国） 

 ◎グルジヤ正教会（グルジヤ） 

 ◎セルビヤ正教会（ユーゴスラビヤ） 

 ◎ルーマニヤ正教会（ルーマニヤ） 

 ◎ブルガリヤ正教会（ブルガリヤ） 

 ◎キプロス正教会（キプロス） 

 ◎エラーダ正教会（ギリシャ） 

 ◎アルバニヤ正教会（アルバニヤ） 

 ◎ポーランド正教会（ポーランド） 

 ◎チェコ及びスロバキヤ正教会（チェコ及びスロバキヤ） 

 ◎アメリカ正教会（アメリカ合衆国） 

 

 自治独立教会 

 ◎シナイ大主教区（シナイ山の聖大致命女エカチェリーナ修道院を含むシナイ大主教区は、

イエルサリム教会を母教会とする自治教会） 

 ◎フィンランド正教会（フィンランド正教会は、コンスタンチノープル正教会を母教会とする自治教

会） 

 ◎日本正教会（日本正教会はロシア正教会を母教会とする自治教会） 

 

 

 

 

 



 

【参考資料２】 ロシア・日本正教会関係略年表（聖ニコライ迄） 

 

西 暦 で き ご と 

９８８ ルーシの洗礼（キエフ大公ウラジーミルがコンスタンチノープルより東方キリ

スト教会（正教会）をルーシの国教としてもたらす） 

９９７ コンスタンチノープル総主教庁の教区として、キエフ府主教区が確立 

  １０５０ キエフ・ピチェールスキー修道院礎石 

  １１１３ キエフ・ピチェールスキー修道院において『原初年代記』の編纂完了 

  １３３７ 聖三位一体セルギー修道院礎石 

１３３９－１３４０ モスクワに木造のクレムリンが建設される 

  １３６７ モスクワに白亜の石造クレムリンが建設される 

  １４４８ 府主教イオナ、キエフ及び全ロシアの府主教となる（コンスタンチノープル

正教会からの、ロシア正教会の実質的独立） 

１５５５－１５６１ モスクワの「赤の広場」で、聖ワシリイ寺院（正確には生神女就寝聖堂）建設

  １５８２ シベリアでの布教のために１０名の司祭が派遣される 

  １５８９ モスクワの府主教イオフ、最初の総主教となる 

１６１３－１９１７ ロマノフ王朝 

１６５２－１６５８ モスクワ及び全ロシアの総主教ニーコン 

  １６５３ 総主教ニーコンによる宗教改革始まる 

  １７００ 新年を１月１日とする 

  １７０３ サンクトペテルブルクの建設 

  １７２１ 聖シノド(宗務院)の設立 

  １８２３ 主教インノケンティ、布教のためにアラスカへ赴く 

  １８５５ 日露和親条約の締結（ロシア船の下田、箱館、長崎への寄港が認められる

１８９４－１９１７ ニコライⅡ世（最後のロシア皇帝） 

  １８６０ 上大工町（現在の元町）に領事館及び付属聖堂の建設 

１８６１．０７．１４ 修道司祭ニコライ・カサートキン（聖ニコライ）、在箱館ロシア領事館付属聖

堂の管轄司祭として着任 

  １８６８ 日本における最初の日本人正教信徒の洗礼（箱館） 

  １８７２ 掌院ニコライ（聖ニコライ）、宣教団の中心を東京へ移す 

  １８９１ 主教ニコライ（聖ニコライ）、東京神田に東京復活大聖堂を建設 

１９０４－１９０５ 日露戦争 

  １９１２ 大主教ニコライ（聖ニコライ）、東京にて永眠 

  １９７０ ロシア正教会、大主教ニコライを聖人に列聖（「亜使徒日本の大主教聖ニコ

ライ」。日本正教会が自治独立教会となる。 



 

【参考資料３】 函館ハリストス正教会略年表 

 

   西 暦                 で き ご と 

  １８５８ 初代ロシア領事ゴシュケヴィッチ一行来航 

  １８５９ 実行寺境内に正教会の祭祠堂が建てられる 

  １８６０ 上大工町（現正教会地）にロシア領事館及び聖堂竣工 

１８６０．０７．１４ 修道司祭ニコライ・カサートキン（聖ニコライ）、在箱館ロシア領事館付属聖

堂の管轄司祭として着任。 

  １８６８ パウェル澤邊琢磨、イオアン酒井篤礼、イアコフ浦野大蔵、修道司祭ニコラ

イ（聖ニコライ）より受洗（日本における最初の日本人信徒の洗礼）。 

  １８７０ 日本宣教団設立。掌院ニコライ（聖ニコライ）が宣教団団長となる。 

  １８７２ 掌院ニコライ（聖ニコライ）、宣教団の本部を東京に移す。後任は修道司祭

アナトリイ。 

  １８７４ 伝教学校を増築し、小学部を正教小学校と称す 

  １８７５ 日本で初めての正教会の神品機密が函館にて行われる 

  １８８２ ティト小松韜蔵神父（函館における最初の日本人管轄司祭）着任 

  １８８４ 裁縫女学校（「元町露西亜女学校」）設置 

  １９０４ 日露戦争勃発。要塞地帯法により目時神父等、有川教会に移る 

  １９０７ 函館大火（明治４０年）により、領事館及び聖堂焼失 

  １９１２ モイセイ白岩徳太郎神父着任 

  １９１６ 二代目の聖堂、再建。成聖式が行なわれる。 

  １９２３ 聖堂の鐘を東京復活大聖堂に譲り、代わりに大小６個の鐘を譲り受ける 

  １９４２ 聖堂の鐘、軍に供出 

  １９６１ イオアン厨川神父着任 

  １９８３ 聖堂が国の重要文化財の指定を受ける 

  １９９５ イオフ馬場登神父着任 

  １９９６ 環境庁より聖堂の鐘の音が「日本の音風景百選」に認定される 

  ２０００ モスクワ及び全ロシアの総主教アレクシイⅡ聖下来函 

  ２００２ 東日本主教教区主催「聖ニコライ祭」が開催される 

  ２００８ ニコライ・ドミートリエフ神父着任して現在に至る 

（※管轄司祭は、長期に渡って常駐した神父のみ記載） 

函館ハリストス正教会 

〒０４０－００５４ 函館市元町３－１３ 

ＴＥＬ（０１３８）２３－７３８７／ＦＡＸ（０１３８）２３－７９３９ 

ＵＲＬ http://orthodox-hakodate.jp 


